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Abstract: 核内受容体の 1 種であるビタミン D 受容体はリガンド依存的転

写因子としてカルシウム濃度調節や細胞増殖・分化の制御に関与すること

から、ビタミン D 製剤は骨粗鬆症や乾癬の治療薬として利用されてきた。

これまで、ビタミン D 誘導体化は高活性を志向して行われてきたが、特に

高カルシウム血症が問題となっている。そのため、受容体の作用を選択的・

制御的に発揮させるリガンドの開発が求められている。本セミナーでは、

高活性に伴う副作用を回避しつつ作用を維持するため、適度な活性の持続

を目指し、結合様式を機械的に安定化させるボルト-ナット型ビタミン D 受

容体リガンドの開発について紹介する。 
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